
研究論文

家庭科・住居内容における防災の視点から展開する授業実践

1 .研究の背景と目的

山本美咲(長崎大学大学院教科実践専攻)

佐々野好継(長崎大学教育学部)

東日本大震災以降、再び防災教育が重要視されてきており、行政関係及び大学

などの学校教育おいて実践されてきている。行政関係については、奈良県教育委

員会が作成している「奈良県学校地震防災教育推進プランJ1)は、内容が体系的

に構成されている。また、長崎県においては「学校における安全管理の手引き」引

を作成しており、防災計画は提示しているものの、詳しい防災教育については今

後の課題に位置付けている。

大学教育および研究については、佐々木貴子氏3)や村山良之氏4)などの研究が

ある。佐々木貴子氏は、「防災の視点を採り入れた住生活教育のあり方に関する研

究(1)Jの中で、その内容を「家庭科の「住生活」領域の教育にいかに防災視点

からの指導内容を位置づけるか、家庭科教育の内容の精選及び小・中・高の関連

性と適時性を踏まえ、新たな住生活教育の在り方を試みたものである」と述べて

いる。また、これは、「中教審の答申にある「生きるカ」を育てる基礎的研究とし

て意義深い」と位置付けている。

村上良之氏は、「中学校家庭科での防災教育の試みー山形市立第四中学校における

実践ー」の中で、「学校における防災教育は、総合的な学習で担うことが相応しいと

考えら実践例も多い。充実した実践事例が重ねられている一方で、多くの学校現

場では防災教育に時間を割くことができない実態がある。現行の学習指導要領中

学校技術・家庭科では、住まいの学習において災害を含む安全性を考えた室内環

境、住まい方に言及している。近年の地震災害時屋内での負傷者がきわめて多い

という事実からも、家庭科における同内容の取り組みは、防災教育としてきわめ

て意義があると考える」と指摘し、住居の授業の 7時間のうち、 2時間を災害に

対する住まいの安全に関する学習指導を展開している。

本報告は、より限定された 1時間の枠組みの中における防災の視点からの住居

の学習指導案の作成と実践の試みを目的とする。
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2.研究方法

(1)授業対象と実施期間

授業対象は、長崎大学附属中学校の第二学年全クラス (130名)であった。

平成 24年 10月2日火曜日の 2時間目、 4日木曜日の 3、4、6時間目に、同

じ内容を実施した。

(2)本時の学習指導案(第 1時)

1) 主題

「安全に住まうための工夫について考えよう~地震編~J

2)指導目標

自然災害争含む家庭内の事故やその原因について考え、災害への備えや事故

の防言方なPの完令管理の方法が分かり、安令な住まい方の工夫がで者るよ

うに指導する~5) (P63) 

3)学習目標

地震への備えや事故の防空f方なrの安全管理の方法が分かり、安全な住まい

方の工夫がで合る 5)

4)準備

i )教材開発

教室の平面図(図 1)

調理実習室の平面図(図a
誼)板書計画 (図a
①導入

②展開

③整理
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年 HI 番名前ザ

U 
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青地震が来たら危ないと思う箇所在ピックアッブして、その箇)ifi哨Z決筆を考えよう0.'

自分の考え .

班員の考え .

図1.ワークシート 1 教室の平面図
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年組番名前μ

台地震が来たら危ないと思う箇聞をピッヲアッブして、その箇所崎早決聾を考えよう0 ・

自分の考え ，

班員の考え ，

図 2. ワークシート 2:調理実習室の平面図
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図3・板書の計画
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(5)本時の展開(表 16))

時間 唱 学習内容1 予想される宝径の活動 ， 教師の働きかけ、 留意事項 宅1+

1<導入札 1+ 

.長崎でおき E -晶l奇でも小き材担軍事ま -とと 1週間、島l奇が震 -とこ 1遅闇

ている地震 a 度身起きているのだ 源となった地震の記 桶 j茸が震

につい知 Eいうとtを知る。 持を見せる0 ・' 源でおき

る。 ， た地震司

. 1ヶ月〈ちい。 .v.っからいつまでの期 ヂ~~を

. 1年くらい。 閣で、取られた記揖か 便う。

を質問するo .， 

-晶l奇でも小さ制白書きま -あまり犬きな地震百もへ

度々起きているのだ きない長崎でも小さ| .

ということを知る。 な地震が起きている

という危機感を持た| '

.， せる。

-地震に対しての危4調苦 -と司小さ屯づ世震がいっ

を持つ。 犬きな地震になるか

わかちないととをf云1.'

，，_ _ _ J_'!.一一一___.Lム一一一一一一一一ーL一 主 も 一 一 一 一 一 L .'-'一一一一ー

〈展開札 l 

.安全訟住ま卜今日町学習方誌を5卦早

い方司工夫 ，1 する。

~地雷骨~ ， I

-今日はいつ〈るかわか l

らない地雷=惜えて、 | 

地震が来たち危ない|

と思う箇所を探して|

もらうことをf示える。 .，1

-探す場F舟立、教室、廊 1.'

下、階白、調理実習室、|

特庖、四割官、停育館。 .1.1

-班にわける。

5分 11.1

1mは教室、 2班は廊 l

下と階白、 3出まi陣11

実習E.4mは朽陸、 51 .， 

班は図書館、8班は体 1.，

育問。
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-黒f風こ各場

-学trr:f~語 -今その場F舟こいで大き 所司写真

が起きたと な地震が来たととを を貼札場

きの部実箇 想定じ亡、部負だと思 所を想像

所を探し、 う箇所、解決筆を鳥醐 Lやす く

対量を繍 固に書き込むととを する。

.， 令 0 ・E f云える0 ・'

.. -地震が起き

-自分の~J1(乃危険箇所E -まだ~JRこは分けず、ま た室内の

10分 解決筆を 1人で、2分 ず 2分間自分の到110) 写真を黒

聞考える。 場所の危険箇FJft解 頓に貼り、

決筆について l人で 参考とさ

考えさせる。 せる。

. ~)1T:'鳥醐固と写真を受 -到iにその場所の鳥碕劉 .2分間 1人

け耳Eる。 と写真吾配る。 で、考えさ

.. ぜ、 10分

.10分間で部実箇所と解 -期:::10分間弾損で考 聞rJlで鳥

決筆を書いた鳥醐図 えたものを出し合い、 醐図を完

を完毘させる。 鳥醐図に書き込ませ、 成させ、 3

完障させる。 分間で、前

《評価) . に鳥耐図

自分の意見や考えを進 を貼らせ

んで発表しようとする。 る。

(関心・意猷・態度)•• 

.. 
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20分. え方.. 筆の検討を行う。 り、危険箇F位向執筆 の陪に、実

-事閉め防ぎ ， を検討し、tiIi足してい 陪に飛散

方 。 防止フイ

-安全屯T主義，
ー'

)J....ムなど

い方切工夫 ， を生涯に

.. 見せる。

30分

.. 
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. j自軍事=惜えトポイントをま盟Eするo .，1 .ポイントをおさえる。 11.1

るた筏X乃ポ 地震に欄えるためのポイント s

イシト ， E博下4曲、綱審告を来黙に肪<'

こヒ r;t古韮ている訂...， 

IIDj己主 t:t.也.伊お主ても遊鍵

琵路は主ちんヒ班長で在るか'...1

@ピこで也.r::あっても対処 l

40分咽 で在司知簡はある仇 ，

〈まEめ>.，

.ポイントを|・ポイントを理解し、精|・ポイントをおさえた上

おさえた上| 習問題司寝室の問題| で¥問題がある寝室め

で、確認切た

めの練習問

点、解捜査をプリント

に書き込む。

回を慢って、その寝室

町問題~，~挙庁、 解決

筆在考えさせる。盟をするc. .11 

-珪表する。 -伺人前こまちて、発表し

でもちう。 .，

告平{面>>.， 

今日の授業内容を踏

まえて寝室司問題点主

解決することができ t~

か。

(知識理解、技能、工

夫・富Ij造L

-プリントに今日の学習|・プリントに今日の学習

で、わかったとと、考え| で、わかったこE、考え

たととを書<0 .， たととを書かせる。

.1女時〈乃予告.可|・糊寺の学習吋窃之注目卜校時の予告をする0 ・'

t..W暁を持つ。
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3.分析資料

授業評価を行うため、以下の項目について分析した。

①学習内容理解についての確認問題(図 4)

②授業終了時のアンケート(図 5)

} fl~} fl刀上fl~} fl fj} ~ ~J、 fl ~Ì' ~~} fl~} J' fjj>. 

安全む住まい方の工夫~地震編~ μ

合地震に備えるためのポイント !μ

年 組名前μ

'"' 
，V

J

V

J

V

 

F練習問題 .

.家具とベッドを質的、して，寝ている時に地震が来ても安心できる寝室にしよう。 ザ

7 
|口，同

φJ 

ザ もし家具を動かすことができない場合はどういう工夫を施せばいいだろうか?μ

φJ 

図4. 練習問題

今日の学習でわかったこと，考えたこと、わからなかったことν

図 5. アンケート
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4.結果および考察

(1)分析結果

①および②の分析結果から、児童・生徒の 3分の2が自分部屋あるいは家庭生

活などの他の空間に思考を転換し、安全性の問題を考えていたことが明らかにな

った。これは、図6に示すように、問題解決的な学習過程の「家族と相談し、家

族で実践する、振り返る」に位置付けることが出来る。すなわち、ここに、本授

業実践の意義の一つを見い出すことが出来る。

~ 

(2)考察

/ 
「吉野~

日型

情報を集め ・・

解決のための・

計画を立てる .

/ 

図6ー 問題解決的な学習過程

①及び②の分析結呆から「避難経路と場所がわからない。Jrどこに逃げればい

いかわからない。」というアンケート結果があった。これは、児童・生徒に、まず、

相対的に安全な避難場所を設定し、安全な場所とそこの至るまでの避難動線を説

明し、その上で、この教室における「室内の安全性j の問題をテーマにするとい

う思考の方向性を示さなかったのが、その原因のーっと考えられる。すなわち、

空間認識における発達段階の視点を、導入の中に位置付けることが重要であった。
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5.今後の標題 (図 7)

したがって、本授業実践におけるほ 結果及び考察」を通して、新たな課題

が示された。すなわち、それは「導入」の段階を図 7に示すように ①地震に閲

する予備知識の導入(従来)、②教室→廊下→運動場という避難ベクトルを軸とす

る空間認識の導入、③「主題」の導入という三段階のプロセスで指導することが

重要であったと考えられる。

この問題を今後の実践課題に位置付け、次の実践授業に生かしたい。

+ 

、ーーーーーー'

予備知識

室内認識による
思考の方向性

題材の導入

主題の導入

図7 導入の段階性
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